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【報告事項】

感染症の発生状況について

【説明要旨】

本市における感染症発生状況について，次のとおり報告します。

１ 全数把握対象感染症の発生状況（平成２９年１月～１２月）

一類 二類 三類 四類 五類 計

平成２７年 ０ ４７ １４ ６ ２０ ８７

平成２８年 ０ ５４ ３ ４８ ５３ １５８

平成２９年 ０ ４２ ８ ２１ ４９ １２０

二類感染症は，結核のみの届出となっており，三類感染症は，細菌性赤痢１件，腸

管出血性大腸菌感染症７件の届出数となりました。

四類感染症のうちＥ型肝炎については，平成２９年は１０件の届出数で，前年より

大幅に減少しましたが，平成２７年以前と比較すると，増加傾向にあります。

五類感染症のうち，例年より増加が見られたのは後天性免疫不全症候群で，１０件

の届出数となりました。また，全国的に増加が見られた梅毒については，１８件の届

出数となり，平成２８年の２５件からは減少しているものの，依然として多い傾向に

あります。なお，梅毒については，平成２９年１０月より，本市でもＨＩＶ検査とと

もに，無料検査を開始しています。

２ ノロウイルス集団感染発生状況（平成２９年１月～１２月）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

集団発生件数 ２３ １５ １０ ２３ １０

平成２９年に本所に通報のあった集団感染発生件数は，１０件であり，過去５年の中

でも少ない発生件数となりました。

３ インフルエンザの発生状況

平成２９年冬のインフルエンザの発生は，平成２９年１２月中旬頃より流行期に入

り，平成３０年第５週（１月２９日から２月４日）には，１定点当たり２１．８５で

注意報開始基準に達し，第６週（２月５日から２月１１日）には，１定点当たり４６

と警報開始基準となりました。第６週をピークに，その後発生数が減少し，４月初旬

に警報を解除しています。

感染症の発生状況に応じ，今後も感染予防に関する普及啓発を実施します。特に平成

３０年は，施設向け感染症予防研修会の規模を広げ，より多くの参加を促し，集団発生

防止に取り組みます。
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